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第 15回となる 2004 年合同大会は
平成 16年 5月 9日～ 13日の 5日
間にわたり、千葉市の幕張メッセ
国際会議場で開催され、2,000 件
以上の発表があった。
　今回の大会では、「宇宙生存圏
科学」という新しいキーワードが
提示された。「宇宙生存圏科学」は、
宇宙ステーションなど宇宙空間に
おける有人活動だけでなく、地球
上の生命の維持を考える上で宇宙
放射線・宇宙デブリ・電磁プラズ
マなどが生命に及ぼす影響を研究
するものである。
　宇宙天気のセッションではアラ
スカにある国際北極圏研究センタ
ー所長の赤祖父俊一博士が１時間
にわたり招待講演を行い、太陽の
黒点の生成プロセスについて、教
科書で説明されているような内
部からの浮揚で生成するのではな
く、ハリケーンのように太陽表面
で形成されるとしても、最近の観
測結果を矛盾なく説明できるとい
う新しい知見を披露した。
　この他のセッションからごく一
部の内容を紹介する。①地球内部
科学のセッションでは「地球深部
ダイナミクス」としてプレート・
マントル・核の相互作用に関す
る研究が多数発表された。②海洋
底地球科学のセッションでは深海
探査データに基づき、プレートテ
クトニクス、海山生成、海底火山
活動、海底地震など注目スポット
の地球物理的解析結果が多数発表
された。③宇宙惑星観測技術のセ
ッションでは欧州と日本が共同開
発する水星探査衛星ベピコロンボ
（BepiColombo）計画のうち、日
本が開発を担当する水星磁気圏探
査機（MMO）の観測機器の候補
について紹介があった。④惑星科
学のセッションでは「月の科学と
探査」として、月周回衛星セレー
ネ（SELENE）の試験実施状況、
SELENEの 15 種類のミッション
機器のうち月の極域観測（水の存
在の探査）に関係する４種類の機
器の紹介があった。
　多くの若手研究者が地道なフィ
ールドワークを行って、その成果
を発表し、隣接分野とも交流を行
っていることは、今後のわが国の
科学技術発展の基盤になると期待
される。
